
(模範解答) 制限時間40分希学園 新小４ 第１回 習熟度確認テスト 算数 2022年３月21日実施
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(解説)希学園 新小４ 第１回 習熟度確認テスト 算数 2022年３月21日実施
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写真をつくるには，合計

１２５０＋４０×(３５－５)＝２４５０(円)かかる。

よって，１人あたりの値段は
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よって，○＜△ よって，○＜△

(２４＋３３)×２÷６＝１９

□×２４－６＝３５４ より，

□＝(３５４＋６)÷２４＝１５

よって，(１５－６)×２４＝２１６

２５億より小さく，２５億にもっとも近い数は，

２４８８６６４２００となり，２５億との差は

１１３３５８００。

２５億より大きく，２５億にもっとも近い数は，

２６００２４４６８８となり，２５億との差は

１００２４４６８８。

よって，もっとも近いのは２４８８６６４２００

和を大きくするには，千の位に８を，３つの数の百の位

に８，６，６を，十の位に４，４，２を，一の位に２，

０，０を使う。このようなカードの使い方をしている数

の例で計算すると，

８８４２＋６４０＋６２０＝１０１０２

１回目は赤の８より，８×２＝１６(枚)増え，

２回目は黒の１２より，１２枚減るから，

１０＋１６－１２＝１４(枚)

１回目が赤で２回目が黒より，メダルの枚数は一度増えて

から減る。

２回目に減らせる枚数は１３枚までであることから，１回

目で増やせる枚数は３枚までとなり，赤の１が出て２枚増

えることだけがありえるとわかる。

よって，１０＋２＝１２(枚)を０枚にするには，黒の１２

か１３のカードが出ればよい。また，トランプの黒のカー

ドにはスペードとクラブの２つの記号があるため，全部で

２×２＝４(枚)となる。

１回目のあと，メダルは１枚になる。２回目で黒のカード

を引いてしまうと作業が終わってしまうことから，２回目

は赤のカードとわかり，２回目のあと，メダルは奇数枚持っ

ている。３回目のあと，メダルを１０枚（偶数）にするに

は，３回目は奇数－奇数となり，黒のカードとわかる。

２回目の赤のカードがもっとも大きい数のとき，３回目の

黒のカードももっとも大きい数となる。３回目で黒の１３

が出ると，２回目のあとメダルは，１０＋１３＝２３(枚)

になっていることから，２回目では，２３－１＝２２(枚)

メダルは増えているので，このときカードに書かれている

数は，２２÷２＝１１
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